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 センターでは日本古代都城制を研究する中で、中国・韓国と並ん

でベトナム都城、特にハノイのタンロン城（昇龍城）にも注目して

きた。日本と同じく、中国都城の影響を受けているからである。今

回、タンロン城、タインホアのタイン・ニャー・ホー（胡朝城）、そ

してフエの都城遺跡の現地調査を実施した。タンロン以外の２カ所

は時代が下るものだが、遺構がよく残っていた。そこで調査に参加

した３人が、３カ所の都城の様子を報告する。 
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